












The Making of Middle Class and Print
Culture: The Text Analysis of
18th-Century Magazine
和　田　将　幸 　
In the study of modern England, there are many research histories
in the discussion about the formation of middle class. There is no doubt
that the middle-class played an important role in the establishment of
capitalism.
This paper investigates middle-class identity formation through text
analysis od 18th-century magazines.
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わっている11)。その中で 1770年 8月にジョン・クート（John Coote）12) に
7) 副題を含めた名称は The Lady’s Magazine; or Entertaining Companion for the Fair
Sex, Appropriated solely to their Use and Amusement である。また，LM は現在マイ





11) 18 世紀の女性向け雑誌の概要については，Adburgham［1972］, pp.81-83.
12) ODNB によれば，クートはサセックス生まれの書籍商であった。1757 年頃から書籍業を始め，
いくつかの雑誌を発行している。
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ンソンとロバーツによって出版されることとなった。LM 1771 年 8 月号に裁判の詳細が記さ
れている。
15) ロビンソンの破産の経緯については，Raven［2007］, pp.296-299 を参照。





1784 年には彼の兄弟，息子とパートナーシップを結んだ」。The Gentleman’s Magazine,
vo.71(2), June 1801, pp.578-580.





















れ以前から主な編集作業はロビンソンが行っていたものと思われる。1770 年の第 1 巻から第
3 巻までは，投稿先にはクートの雇った印刷業者のジョン・ウェブルの住所が記されているが，









23) 第 1 巻から各巻について，表紙には地方での販売を委託した書籍商の名前が記されている。第 1
巻には，sold by Fletcher and Hodson at Cambridge, Etherington at York, Wilson
at Dublin, and all other Bookseller in Great Britain and Ireland と記されている。
24) Collins［1973］, pp.279-280。
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あった。1775年 1月号の目次は，表 1に示されている通りである。巻頭の連
載小説（A Sentimental Journey）と巻末の時事を扱う記事（Foreign Newsな
ど），投稿詩（Poetry）は 1820年の改訂までほぼ毎号掲載され，それ以外には



























LM は，各巻の巻頭に「Address to the Fair Sex」や「To the Public」と
題された挨拶文が付されている。そこにはしばしば編集の方針についての言及
が見られるため，本節ではこの挨拶文の内容から LM の編集方針について検


































29) LM, vol.1, 1770, pp. iii-iv.

























31) LM, vol.12, 1781, pp. iii-iv.
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る。分析対象とする 1775年と 1790年に関して言えば，投稿者の 40%は男性
だが36)，投稿の主題の 72%は女性の振る舞いや意識に関するもので37)，誌面
34) 「マトロン」は 1774 年の 1 月から掲載されるため，1774 年は 1 年分の記事が得られるが，一
回目の連載に読者投稿は掲載されておらず，またその後数回分もページ数があまり多くない。ま
た，1791 年については 4 月までの掲載で，十分な量の投稿が得られない。
35) LM, vol.5, 1774, pp.33-36. 初回の連載時以外にも，しばしば投稿された内容との関連で自
らの生活について触れることがある。


































38) 1775 年，90 年以外でも，男性からの投稿の多くは妻や娘の行動を中流の女性として問うもの




い」。LM, vol.20, 1789, pp.14-15.
39) LM, vol.6, 1775, pp.651-652.
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41) LM は，12 ヶ月分を纏めて 1 巻として出版する際に，supplement として 1 ヶ月分の内容を
付加して出版した。そのため，分析に用いられているテキストは実質的に各年 13 ヶ月分となる。
















表 2 　頻出語（1775, 1790 年）
　　　　　　　　　　出所）LM, vol.6, 1775. および LM, vol.21, 1790.
43) 表 2, 3 とも，表中の語は固有名詞を除いた名詞のみを用いた。
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表 3 　共起頻度（1775 年，1790 年）
出所）LM, vol.6, 1775. および LM, vol.15, 1790.
注）共起頻度とは，表の語のペアがともに一文中に出現した回数を示す。1775 年は共起頻度 13 回
以上，1790 年は 11 回以上の語を示した。













































45) 誌面での fortune という語は，資産の水準を指すと同時に身分や出自といった意味合いも強く，
しばしば誌面でも重要な意味を込めて使われている。
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46) 一般に，イギリスでのロマンティシズムの発展は 18 世紀末からと言われており，文学史の分野
では広く認知されるところである。Roe［2005］, pp.1-6 など。
47) Copeland も，ヒロイン像とファッションに関して 1770 年代と 1780 年代で大きな違いが見
られたことを指摘している。Copeland［1995］, pp.129-132.

























































49) LM, vol.6, 1775, pp.66-68.





























































53) LM, vol.21, January 1790, pp.30-32.
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